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山
川
草
木
に
も
「
カ
ミ
」
を
感
じ
取
る
日
本
人
の
祈
り
観
は
、
人
類
共
通
の
本
能
的
な
信
仰
を
今
に
と
ど
め
て
い
る
と
も
い
え
る
。
平
安
貴
族
は
神
祇
・
仏
教
・
陰
陽
道
な
ど
複
数
の
宗
教
と
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
じ
て
有
効
な
「
カ
ミ
」
を
選
択
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
源
信
の
『
往
生
要
集
』
を
契
機
に
、
十
二
世
紀
前
期
に
全
盛
期
を
迎
え
た
浄
土
教
信
仰
は
、
古
代
的
な
一
元
的
世
界
観
を
、
彼
岸
と
此
岸
と
い
う
二
重
構
造
に
変
え
て
、
現
代
に
至
る
日
本
人
の
「
心
」
の
源
流
と
な
っ
た
。 
浄
土
教
思
想
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
優
れ
た
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
、
宗
学
的
観
点
に
力
点
が
置
か
れ
、
思
想
の
大
転
換
の
時
代
を
生
き
た
人
々
の
信
仰
の
姿
は
な
か
な
か
見
え
て
は
こ
な
い
。 
本
研
究
で
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
「
清
盛
の
死
」
を
手
が
か
り
に
、
日
本
人
の
「
心
」
の
画
期
で
あ
り
、
史
上
最
大
の
「
不
安
の
時
代
」
で
あ
っ
た
末
法
を
生
き
た
人
々
の
カ
ミ
信
仰
の
実
像
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。 
第
一
章
「
龍
宮
城
か
ら
見
た
『
平
家
物
語
』
成
立
の
時
代
」
で
は
、
壇
ノ
浦
に
果
て
た
安
徳
天
皇
や
平
氏
一
門
の
供
養
を
す
る
建
礼
門
院
（
平
徳
子
）
の
姿
を
『
平
家
物
語
』
諸
本
で
対
比
し
、
中
世
初
期
と
い
う
激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
着
実
に
定
着
し
て
い
っ
た
浄
土
教
思
想
が
、
や
が
て
供
養
も
苦
行
か
ら
易
行
に
変
え
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。 
第
二
章
「
清
盛
の
遺
言
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
わ
れ
い
か
に
も
な
り
な
ん
後
は
、
堂
塔
を
も
立
て
孝
養
を
も
す
べ
か
ら
ず
」、「
頼
朝
が
首
を
は
ね
て
、
わ
が
は
か
の
ま
へ
に
懸
く
べ
し
」
と
い
う
部
分
が
注
目
さ
れ
て
、
「
猛
き
人
」
清
盛
な
ら
で
は
の
遺
言
と
捉
え
ら
れ
定
説
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
古
態
を
と
ど
め
る
延
慶
本
と
長
門
本
に
は
、「
頼
朝
追
討
の
志
を
先
と
す
べ
し
、
仏
経
供
養
の
沙
汰
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
を
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
諸
本
間
の
浄
土
思
想
の
変
遷
に
照
ら
す
と
、
遺
言
は
頼
朝
の
追
討
が
成
就
す
る
ま
で
供
養
を
一
時
的
に
停
止
し
た
だ
け
で
、
決
し
て
清
盛
が
供
養
を
拒
否
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
停
止
の
条
件
も
、
人
々
の
地
獄
の
恐
怖
が
薄
ら
ぐ
中
で
存
在
意
義
を
失
い
、
覚
一
本
な
ど
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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第
三
章
「
清
盛
の
死
因
」
で
は
、
清
盛
の
腹
心
と
し
て
辣
腕
を
振
っ
た
藤
原
邦
綱
の
人
生
に
着
目
し
て
、
相
前
後
し
て
死
ん
で
い
っ
た
必
然
と
、
そ
の
死
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
現
世
安
穏
、
後
生
善
処
」
を
願
っ
て
死
ん
だ
清
盛
と
、
法
然
を
善
知
識
と
し
て
新
た
な
浄
土
教
思
想
に
来
世
を
託
し
た
邦
綱
と
の
往
生
観
の
違
い
に
、
古
代
か
ら
中
世
に
移
行
す
る
思
想
的
分
水
嶺
を
明
ら
か
に
し
た
。 
第
四
章
「
清
盛
の
墓
所
」
で
は
、
未
だ
に
「
八
棟
寺
説
」
と
「
播
磨
国
山
田
の
法
華
堂
説
」
に
二
分
す
る
清
盛
の
墓
所
に
つ
い
て
、
思
想
史
的
な
考
察
を
加
え
る
と
と
も
に
、
地
震
学
や
砂
防
学
の
研
究
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
多
角
的
に
検
証
し
、
清
和
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
慈
覚
大
師
円
仁
が
建
立
し
た
「
多
聞
寺
」
が
創
建
時
に
建
っ
て
い
た
舞
子
丘
陵
頂
上
付
近
が
最
終
的
な
墓
所
で
あ
る
と
推
定
し
た
。 
第
五
章
「
慈
恵
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
清
盛
」
で
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
が
、
権
力
を
手
中
に
納
め
た
清
盛
を
悪
逆
非
道
な
武
士
の
棟
梁
と
し
て
描
き
な
が
ら
、
死
を
き
っ
か
け
に
「
抑
そ
も
そ
も
、
入
道
、
最
後
の
病
の
有
様
は
う
た
て
く
し
て
悪
人
と
こ
そ
思
へ
ど
も
、
実
ま
こ
と
に
は
慈
恵
大
師
の
御
真
な
り
と
い
へ
り
」
と
、
筆
致
は
一
転
す
る
。
比
叡
山
の
「
中
興
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
高
僧
慈
恵
は
、
後
白
河
院
が
発
し
た
延
暦
寺
攻
撃
の
院
宣
を
「
治
承
三
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
」
で
食
い
止
め
る
た
め
に
清
盛
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
専
修
念
仏
な
ど
の
新
た
な
仏
教
思
想
の
台
頭
に
対
抗
で
き
る
比
叡
山
自
身
の
中
世
化
の
危
機
が
潜
ん
で
い
た
。
浄
土
宗
な
ど
に
対
抗
し
て
、
広
く
信
仰
を
集
め
る
た
め
に
は
、
比
叡
山
随
一
の
霊
威
を
誇
っ
た
慈
恵
に
、
新
た
な
伝
説
を
加
え
て
、
新
時
代
の
天
台
護
持
を
託
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
第
六
章
「『
ヒ
ト
ガ
ミ
』
に
な
っ
た
清
盛
」
で
は
、
日
本
の
国
宝
と
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
肖
像
彫
刻
の
中
で
最
も
古
い
、
六
波
羅
蜜
寺
（
京
都
市
）
の
「
伝
・
平
清
盛
坐
像
」
が
、
右
胸
の
前
で
開
い
た
経
巻
に
着
目
し
て
、
清
盛
が
「
ヒ
ト
」
か
ら
「
カ
ミ
」
と
な
る
た
め
に
、
絶
大
な
霊
力
を
秘
め
た
経
巻
を
神
聖
化
の
装
置
と
し
、
以
後
の
「
ヒ
ト
ガ
ミ
」
像
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。 
終
章
「『
カ
ミ
』
を
創
造
す
る
『
ヒ
ト
』」
で
は
、
近
年
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
、
大
震
災
や
火
山
噴
火
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
を
は
じ
め
、
高
齢
化
や
少
子
化
、
さ
ら
に
は
身
近
な
人
間
関
係
な
ど
と
、
様
々
な
「
不
安
」
の
解
消
に
『
平
家
物
語
』
の
時
代
が
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
ら
な
い
か
を
考
え
て
み
た
。 
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
史
上
最
大
の
「
不
安
の
時
代
」
に
あ
っ
て
も
、
専
修
念
仏
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
獄
の
恐
怖
を
克
服
し
、
さ
ら
に
供
養
ま
で
易
行
化
す
る
な
ど
、
真
摯
で
あ
り
な
が
ら
現
金
な
ほ
ど
柔
軟
な
人
々
の
生
き
方
に
、
現
代
人
の
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
模
索
す
べ
く
、
現
代
に
お
け
る
「
カ
ミ
」
を
取
り
巻
く
諸
相
を
概
観
し
て
、
本
研
究
の
締
め
く
く
り
と
し
た
。 
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 本論文は、『平家物語』諸本の比較検討を切り口として、多彩な資料を援用しつつ、中世の信仰世
界の特質とその変容を解明しようとしたものである。「序章」では本論文の構成について論じ、執筆
目的が、『平家物語』の諸本の対比等を通じた中世人の「カミ」（超越的存在）信仰の実像の究明に
あると述べる。 
 「第一章 龍宮城から見た『平家物語』の時代」は、神仙思想において理想郷と考えられていた
龍宮城が、『平家物語』では畜生道の異界とされるに至った思想的背景を探るとともに、輪廻思想の
定着に伴って、再び理想郷としての地位を取り戻していくそのプロセスを論じる。「第二章 清盛の
遺言」は、史上の清盛は浄土信仰の世界を生きており、後生を恐れない清盛の豪胆な人物像をもっ
ともよく示すとされるその遺言の真意も、決して往生を拒絶したものではないとする。 
 「第三章 清盛の死因」は、清盛の死因は高倉上皇→邦綱→清盛と伝染した猩紅熱によるもので
あること、この伝染の経路に当時の宮中の人間関係を読み取ることができること、同じく浄土信仰
を持ちながらも清盛と邦綱の往生観は対照的なものであったこと、を論じる。「第四章 清盛の墓
所」は、死後六波羅で火葬に付された清盛の遺骨が、その後都落ちした平氏一行と運命をともにし
ながら、最終的には山田荘舞子丘陵にあった多聞寺に納められたことを、現地調査に基づいて推定
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